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　長岡駅から車で 20 分程の場所にあ

る長岡市妙見町には、山に囲まれた棚

池が広がる。雪が積もった景色も美し

く、四季を楽しめる。ただし、この場

所は土砂崩れが起こりやすい。この素

晴らしい景色を災害から守り、地域の

魅力の一つである錦鯉を間近で見られ

る住居兼民宿を提案する。

長岡を楽しむ家。
公益社団法人 新潟県建築士会が主催する新潟建築賞設計コンペ。令和 6 年度は長岡市にフォーカスし、

地域の個性を活かし楽しむ住まいのアイデアを募集しました。その中から入賞した 5 作品をご紹介します。

　この小住宅はデジタルデトックスを目指した「長岡を楽しむ住宅」

である。必要な食料と本を携え、この住宅に移動する。三つの柱が出

迎える。地下 15m まで掘られた、地中熱を取り入れたヒートパイプ

を内部に有する RC パイプである。この RC 内部のヒートパイプは打

設時には、コンクリートの温度調整のために用いられ、竣工後は、冬

季に地下熱をもたらす設備となる。

　田園や山々の風景の中に都市景観も広がる長岡市の場所性を鑑み、プライバシーの

確保と同時に、遠景を借景し、近景を遮蔽、田園の景を切り取る壁を地上 2m に定位

させ、生活の場を稲穂の上に展開する。壁で囲われた敷地全体が生活の場となる。

建築家
河内 一泰

審査員長

竪穴式住居のように、土と建築のつながりを形にした建築です。人間

と土の初源的な関係に着目した点がストーリーとしての広がりをつく

りました。良い建築とは、歴史からディテールまでつながっている建

築だと私は考えています。この作品にもそのつながりを感じました。

審査員長より

審査員長より

田んぼへの接地を最小限にして家を浮

かせることで風景と建築をパラレルに

置いているのが面白いと思います。風

景を取捨選択する建築の形として外壁

の帯の幅がやや大きいと思いますが、

ピロティや入子状の平面など、この風

景ならではの建築であると思います。

『越後の三柱室』
柏﨑 健汰　（組積研／東京都市大学大学院）

大賞

『長岡の家』
山口 賢　（株式会社ビームスタジオ）

優良賞

　長岡の伝統と文化、土地を感じ楽しむことを目的とした、小国和紙工房と移住者の

ための集合住宅。おぐに森林公園に残された九十九折りのゴーカートコースに、建物

を重ねるように配置する。九十九折りの道は、人と人、歴史や文化をつないでいく。

審査員長より

壇状の地形ではなく、元ゴーカート

コースの九十九折りの地形から建築を

考えた点が作品のオリジナリティで

す。くさび状の壁は居室の幅を変化さ

せ視線の向きや住宅と工房の混じり方

を多様にしています。屋根も考えれば

もっと良い建築になったと思います。

『積層の九十九折り』
加藤 佑翔 ･ 三井 梨丘　（新潟工科専門学校２年）

優良賞

　雁木をコミュニケーションの場とし

て敷地に拡大し、境界線をほぐす。各

住戸を取り囲む雁木により、住戸が「個」

で完結せず、緩やかなグラデーション

のような交流が生まれる。雁木から生

まれる交流と、雪かきにより生まれる

交流。二つの起点と共に谷内通りの雁

木を再構築する。

『一樹の縁、終雪を待つ』
安田 萌花　（新潟工科専門学校２年）

入賞
『水積もりて川を成す』

熊谷 侑 ･ 小澤 鈴　（新潟工科専門学校２年）
入賞
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受付
番号 氏名 所属 タイトル 結果

1 渡辺
ワタナベ

　美月
ミヅキ

新潟工科専門学校 環～まわるコミュニティ～

山本
ヤマモト

　楓
フウ

太
タ

森岡
モリオカ

　虎
コ

羽
ウ

聖
セイ

穂
ホ

戸
ト

田
ダ

　陵
リョウ

ワナプール　サタナン

金井
カナイ

　陽
アキ

彦
ヒコ

目黒
メグロ

　巧
コウ

古川
フルカワ

　温
ハル

大
ト

五十嵐
イガラシ

　和
ナゴミ

佐藤
サトウ

　文乃
アヤノ

佐藤
サトウ

　夏
ナツキ

妃

西原
ニシハラ

　伶奈
レナ

岩﨑
イワサキ

　倖
ユキ

奈
ナ

大橋
オオハシ

　優奈
ユウナ

8 井口
イグチ

　航平
コウヘイ

新潟工科専門学校
記憶を育む、思い出の河川敷
-長生橋の麓で花火を見上げる保育園の児童保護施設の提案-

9 金澤
カナザワ

　琉
ル

唯
イ

新潟工科専門学校
個と個の綯交ぜ
-長生橋の麓で花火を見上げる保育園の児童保護施設の提案-

10 霜田
シモダ

　菜々美
ナナミ

新潟工科専門学校
蛍光の仮住まい
-牛ノ首地区にあるホタルの里でふたりを祝う結婚式場と住居の提案-

11 新保
シンボ

　愛
アイ

樹
キ

新潟工科専門学校 ななめの厩ー山古志闘牛場に隣接する牛もちの暮らしー

12 田邉
タナベ

　和
カズ

音
ネ

新潟工科専門学校
巡りめぐる二層の雁木
-栃尾表町に雁行し広がる住宅街の提案-

13 山本
ヤマモト

　陸
リク

新潟工科専門学校
継どい継ながる
-悠久山公園の瓢箪池と菖蒲園に築く中間領域と学生寮の提案-

14 渡邉
ワタナベ

　桜
サ

帆
ホ

新潟工科専門学校 すれ違いの航路-信濃川の中州で船が行き交う住まいの提案-

星野
ホシノ

　碧
アオ

海
イ

小平
コダイラ

　時
トキ

之
ノ

助
スケ

大橋
オオハシ

　優
ユウ

花
カ

佐藤
サトウ

　菜々美
ナナミ

安達
アダチ

　凛太朗
リンタロウ

小林
コバヤシ

　廉
レン

伊川
イガワ

　真
マサ

輝
キ

井上
イノウエ

　進
シン

之
ノ

介
スケ

鈴木
スズキ

　大翔
ヒロト

岩﨑
イワサキ

　凰汰
オウ　タ

内藤
ナイトウ

　暖
ハル

道
ミチ

中澤
ナカザワ

　藍
アイ

琉
ル

中村
ナカムラ

　啓太
ケイタ

清水
シミズ

　愛
アイ

空
ラ

田中
タナカ

　銀河
ギンガ

熊谷
クマガイ

　侑
ユウ

小澤
オザワ

　鈴
スズ

15 新潟工科専門学校 自然と人工のブギウギ

新潟工科専門学校 泉水がまわる家17

16 新潟工科専門学校 雪と生きる

22 新潟工科専門学校 水積もりて川を成す

21 新潟工科専門学校 蛍火の光芒～夜空の光、空間の詩～

20 新潟工科専門学校 灯りを飛ばす一枚の記憶～天灯で織りなす再生の空～

19 新潟工科専門学校 公私一体～簗場と一体化する暮らし～

18 新潟工科専門学校 青空の上で
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2 新潟工科専門学校 紙鳶

3 新潟工科専門学校 自然と共に繋がる

4 新潟工科専門学校 光のしおり

5 新潟工科専門学校 懸け橋～ともに生きる山古志～

6 新潟工科専門学校 不易流行～歴史ある風景に新しい暮らしを～

7 新潟工科専門学校 はなとのずむ～野積の土地に住み、なじむ～

入賞



受付
番号 氏名 所属 タイトル 結果

23 目黒
メグロ

　颯人
ハヤト

新潟工科専門学校 玉塵の麗～寒さを受け入れ自然に寄り添う～

林
ハヤシ

　空
タカ

希
キ

荒屋
アラヤ

　侑
ユウ

輝
キ

綱嶋
ツナシマ

　真
マ

輝
キ

人
ト

浦山
ウラヤマ

　颯太
ソウタ

加藤
カトウ

　佑
ユウ

翔
ト

三井
ミツイ

　梨
リ

丘
ク

木村
キムラ

　遥
ハル

樹
キ

福田
フクダ

　瑠璃
ルリ

近藤
コンドウ

　舞
マイ

佳
カ

降幡
フリハタ

　凜
リン

29 坂田
サカタ

　圭吾
ケイゴ

新潟工科専門学校 宿りの冠雪-闘牛の雪と人の暮らし-

長谷川
ハセガワ

　璃乃
リノ

高橋
タカハシ

　ひらり

31 安田
ヤスダ

　萌花
モエカ

新潟工科専門学校
一樹之縁、終雪を待つ
-栃尾の敷地境界をほぐす、拡張する雁木空間と住まいの提案- 入賞

渡邉
ワタナベ

　珠理
シュリ

若狭
ワカサ

　歩夢
アユム

33 横山
ヨコヤマ

　太
タイ

星
セイ

新潟工科専門学校 響育の家

34 海川
ウミカワ

　典
フミ

成
ナ

新潟工科専門学校 浮かぶ家

35 藤本
フジモト

　日和
ヒヨリ

新潟工科専門学校 長岡自給自足生活-雪室と暮らす-

36 佐藤
サトウ

　利
リ

玖
ク

新潟工科専門学校 発酵する家

37 大久保
オオクボ

　宗一郎
ソウイチロウ

新潟工科専門学校 からみぐらし～織物と暮らす職住一体の暮らし～

38 川上
カワカミ

　璃子
リコ

新潟工科専門学校 灯る家。繋がる町。

41 貝川
カイガワ

　隆史
タカフミ

KAIデザイン park house

42 山口
ヤマグチ

　賢
サトシ

株式会社ビームスタジオ 長岡の家 優良賞

43 須貝
スガイ

　稀
ケア

丹
キ

新潟県立新潟工業高等学校 花で活きる家

44 穂苅
ホカリ

　悠
ハルカ

新潟県立新潟工業高等学校 リラックスできる台形の家

45 西澤
ニシザワ

　凜
リン

新潟工科大学 川床に暮らしがあふれ出す

46 梶山
カジヤマ

　雄
ユウ

斗
ト

新潟工科大学 香景を楽しむ家

髙橋
タカハシ

　樹
イツキ

南
ミナミ

　直
ナオ

広
ヒロ

48 齊藤
サイトウ

　慎也
シンヤ

合同会社３Darcｈiｔｅｃｔｓ Snow Drop House-かまくらに住まう

片柳
カタヤナギ

　智
トモ

稀
キ

鈴木
スズキ

　伶
サト

梓
シ

50 福冨
フクトミ

　秀
ヒデ

容
マサ

九州産業大学 鎌倉になる家

51 柏﨑
カシワザキ

　健
ケン

汰
タ

組積研/東京都市大学大学院 越後の三柱室 大賞

佳作49 房集まる長岡の暮らし新潟大学大学院

47 新潟工科大学大学院
「港に集う」
～海の恵みが繋ぐ集合住宅～

32 新潟工科専門学校
回遊の縁側
-山古志の棚池とホームステイが織りなす共生の住まい-

39 山屋
ヤマヤ

　光
コウ

生
セイ

新潟工科専門学校 想い、とどまる

40 齋藤
サイトウ

　薫
クン

平
ペイ

新潟工科専門学校 流れわたる　柿川が運ぶ変化と年月を送る暮らしの提案

30 新潟工科専門学校
水郷に交う
-越後川口のやな場によってつながる住まいの提案-

28 新潟工科専門学校
集い遭い、そして層々と
-山古志の棚田風景から見つけ出す児童養護施設の提案-

25 新潟工科専門学校
段丘の甲板、入れ子に住まう
-谷内池のカキツバタと共に過ごす集落と生物多様性の場-

27 新潟工科専門学校 日本海と村落-寺泊の防波堤を利用した漁師の住まい-

26 新潟工科専門学校
積層の九十九折り
-小国町レイヤーを重ねた和紙工房と移住者の住まい-

24 新潟工科専門学校
赤錆色の鉄橋と住まい
-動的保存による旧越路橋を転用する二世帯住宅の提案-

優良賞


